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1. はじめに

災害発生時の迅速な状況把握のために昼夜や天候を問

わず観測可能な合成開口レーダ（以下、「SAR」という）

が有用であることは平成 23 年紀伊半島大水害時に明ら

か 1)となり、SAR 画像から河道閉塞を判読する際の判読

チェックリストが検討された 2)。 

上記のように、河道閉塞や深層崩壊といった大規模な

土砂移動形態を対象とした検討はなされているものの、

表層崩壊等の小規模な土砂移動形態についての検討は十

分になされていない。表層崩壊は深層崩壊よりも発生頻

度が高く、これに対応した判読チェックリストの必要性

は高いと考えられる。 

そこで、SAR画像とGISデータ（地理情報）を組み合

わせる手法 3)を採用し、作成した判読チェックリストに

ついて報告する。また、同チェックリストにしたがって

実施した土砂移動範囲の判読結果から、同チェックリス

トの有用性を示すとともに、残された課題について整理

する。なお、本稿では平成 29年 7月九州北部豪雨により

発生した土砂移動現象を対象として、検討を行った。 

2. 対象地域

平成 29年 7月九州北部豪雨の被災地のうち、表層崩壊

等の土砂移動現象が集中的に発生した福岡県朝倉市周辺

の 8 流域（佐田川、桂川、奈良ヶ谷川、北川、寒水川、

白木谷川、赤谷川、大肥川）を対象とした（図 1）。 

図 1 対象流域の位置図 

3. 判読チェックリストの作成

3.1. 既往チェックリスト等の課題と見直しの方針
既往検討（平成 28年度 SAR画像判読の手順資料作成

業務）において、土砂移動範囲を判読するための手順フ

ローと判読チェックリスト（以下、「既往判読チェックリ

スト等」という）が作成されている。既往判読チェック

リスト等では、判読時にカラー合成画像のみを使用して

おり、判読漏れ・誤判読が発生する可能性がある（判読

精度に関する課題）、SAR 画像に不慣れな判読者には判

断が困難な項目がある（一般化に関する課題）という課

題があった。そこで、次に示す 2 点について改善するこ

とを目的として、チェック項目を見直すこととした。 

①精度向上 

誤判読の低減を図るため、SAR画像以外の情報として、

地形図や災害前の光学画像から得られる情報についても

チェック項目に加える。 

②一般化 

SAR画像に不慣れな判読者にも容易に判断できるよう

にカラー合成画像等から明瞭に判読できる内容をチェッ

ク項目とする。 

3.2. 判読チェック項目の検討 

チェック項目等を検討するため、土砂移動範囲におけ

る、カラー合成画像、災害前後の SAR単画像、地形図お

よび災害前の光学画像の特徴を整理した（表 1）。整理し

た内容のうち、見直し方針（精度向上、一般化）に資す

ると考えられるものをチェック項目として採用した。 

表 1 各種画像から読み取れる内容と項目 

画像等別 項目 例 

カラー 

合成画像 

着色領域の支配色 赤、青、赤青対 

電波照射方向に対する

斜面の向き 
表面、裏面、側面 

災害前後の 

SAR単画像 

土砂移動範囲の 

形状変化 

窪んだようにみえる 

盛り上がったようにみえる 

地形図 
斜面勾配 

斜面（緩傾斜、急傾斜）、

平坦地 

周辺地物 橋梁、堰堤、道路等 

災害前 

光学画像 

土地被覆 
森林・草地、崩壊跡地、 

農地等 

周辺地物 橋梁、堰堤等 

3.3. 判読チェックリスト（見直し後） 

3.2で採用したチェック項目に基づき、判読作業を行う

際の判読フローを整理した。判読およびポリゴン作成作

業は、以下のように実施するものとした。 

a) ステップ 1：土砂移動箇所の抽出（概査）※土砂移動

の形態を「崩壊」、「堆積」のいずれかに区分する。

b) ステップ 2（崩壊・堆積）：土砂移動範囲の確認（精査）

c) ステップ 3：土砂移動範囲の抽出（ポリゴン作成）

以上の、チェック項目と判読フローを考慮し、チェッ

クリストを作成した（表 2）。ステップ 1の①～⑤の判断

基準を簡易にすることと、チェック項目を実際の判読作

業に合わせて配置することにより「一般化」を図った。

また、ステップ 1 で抽出した箇所を、ステップ 2 の⑥～

⑭で精査することにより、「精度向上」（誤判読の低減）

を図った。 
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表 2 判読チェックリスト（見直し後）（崩壊と判定される事例） 

 

4. 判読チェックリスト（見直し後）の有用性検証 

上記の判読チェックリスト（見直し後）の有用性を検

証するため、同チェックリストに沿って、平成 29年 7月

九州北部豪雨の前後に観測された2時期（観測日）のSAR

画像と地形図、災害前の光学画像を用いて土砂移動範囲

の判読を行った。 

SAR画像等から判読できた289箇所のうち247箇所に

ついては、災害直後に撮影された空中写真等により、実

際に土砂移動現象が発生した箇所であることが確認でき

た。したがって、誤判読の割合は 14%程度であり、課題

であった「判読精度の向上」が確認できた。例えば、図 2

に示す範囲では、チェック項目①（赤がみられる）およ

びチェック項目③（窪んだようにみえる）に該当するた

め、崩壊の可能性がある。しかしながら、チェック項目

⑥（傾斜地である）に該当しないため「崩壊ではない」 

と判定できる。災害後光学画像で当該箇所を確認すると

水田となっており崩壊ではないことがわかった。このよ

うに、追加したチェック項目により誤判読を低減できる

ことが確認できた。 

また、判断基準の簡易化やチェック項目を実際の判読

作業に合わせて配置したことにより、判読が容易となり

「一般化」に寄与したと考えられる。 
 

5. まとめ 

カラー合成画像のみを用いる既往チェックリスト等を

見直し、カラー合成画像に加え、SAR 単画像、地形図、

災害前の光学画像の判読チェック項目を追加した判読チ

ェックリストを作成した。 

同チェックリストをもとに土砂移動範囲の判読を実施

した結果、誤判読を防止できた箇所が確認され、同チェ

ックリストの有用性を確認できた。ただし、本稿では触

れていないが、森林伐採による変化と土砂移動による変

化の違いは、SAR画像上から実際の崩壊と区別し判読す

ることが困難であることが判明しており、今後の判読精

度向上に向けた課題である。可能な限り短い観測間隔の

SAR画像を用いる等の対策も有効と考えられる。 
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図  2  誤 判 読 を 低 減 す る こ と が で き た 事 例  
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プ

参照する画像 確認範囲 チェック項目 判断基準
評価

(○×）

①赤または赤・青の対

がみられる
○

②青がみられる

③窪んだようにみえる ○

④盛り上がったようにみえる

カラー合成画像
カラー合成画像

の着色領域
色の明瞭度 ⑤明瞭である ○

地形図 地形 斜面勾配 ⑥傾斜地である ○

地形図、光学画像 周囲 土地被覆 ⑦人工的地形改変地ではない ○

地形図 地形 斜面勾配 ⑧急傾斜地である ○

地形図、光学画像 周囲 土地被覆 ⑨災害前に森林であった ○

地形図、光学画像 周囲
崩壊との

位置関係
⑩崩壊に隣接している

地形図 地形 斜面勾配 ⑪平坦地である

⑫人工的地形改変地ではない

⑬堆積等が起こりうる

土地被覆である

周辺地物
⑭下流に橋梁・堰堤等

が存在する
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参考チェック項目

形状の変化

画像の支配色

周囲

土地被覆

２

(

崩

壊

)

1

２
（

堆

積
）

カラー合成画像
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地形図、光学画像

レ

ー

ダ

座

標

 

   

カラー合成画像©JAXA 
災害前 SAR 単画像 

©JAXA2016 年 4 月 29 日観測 

災害後 SAR 単画像 

©JAXA2017 年 7 月 7 日観測 

地

理

座

標

    

地形図（地理院地図） 

©国土地理院 

災害前光学画像 2016 年 4 月 30 日 

撮影©AirbusDS (2016) 

災害後光学画像 2017 年 7 月 13 日 

撮影（国土地理院・九州地整撮影） 

電波照射方向電波照射方向 電波照射方向
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